
　

藤
沢
町
黄
海
の
曲
田
地
区
は
、
岩
手
県
と
宮
城
県
の
県

境
に
存
在
し
、
南
は
宮
城
県
登
米
市
、
西
は
北
上
川
を
は
さ

ん
で
花
泉
町
永
井
地
区
と
接
し
て
い
ま
す
。
曲
田
集
落
は
北

上
川
に
沿
っ
て
山
地
に
挟
ま
れ
た
耕
地
に
展
開
し
て
い
る
た

め
、
古
来
よ
り
台
風
な
ど
の
大
雨
で
洪
水
の
被
害
に
悩
ま
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
29

年
、
曲
田
地
区
で
は
国
な
ど
に
よ
る
堤
防
の
整
備

を
行
い
洪
水
対
策
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
こ
の
洪
水
対

策
に
よ
り
一
部
の
世
帯
が
集
落
外
へ
移
転
す
る
な
ど
、
戸
数

減
少
に
よ
る
集
落
活
動
の
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
農
業
に
お
い
て
も
、
平
成
30

年
に
「
曲
田
営

農
組
合
」
を
立
ち
上
げ
、
皆
で
共
同
し
て
参
画
し
て
行
く
営

農
活
動
を
進
め
ま
し
た
。
曲
田
営
農
組
合
は
、
令
和
７
年
に

「
農
事
組
合
法
人
曲
田
夢
フ
ァ
ー
ム
」
に
組
織
変
更
し
、
令

和
８
年
度
の
計
画
で
組
合
員
数
37

名
、
４
部
門
（
水
稲
部
、

畑
作
部
、
ま
が
れ
っ
と
倶
楽
部
、
夢
倶
楽
部
）
で
構
成
さ
れ
、

水
稲
約

14.5

㌶
、
野
菜
を
3.7

㌶
ほ
ど
耕
作
し
て
い
ま
す
。

　

規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
、
こ
の
営
農
組
織
で
は
、「
お
母

さ
ん
た
ち
」
が
主
体
と
な
っ
て
令
和
４
年
に
「
ま
が
れ
っ
と

倶
楽
部
」
を
立
ち
上
げ
、「
曲
田
マ
ル
シ
ェ
」
と
命
名
し
、

野
菜
等
の
販
売
を
定
期
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
曲

田
マ
ル
シ
ェ
は
、
女
性
目
線
で
商
品
企
画
を
行
い
、
年
々
商

品
の
幅
を
拡
大
し
、
フ
リ
マ
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
開
設

し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
て
き
て
い
ま
す
。
秋
に
は
ほ
場

に
会
場
を
設
営
し
、「
曲
田
だ
い
こ
ん
祭
り
」

を
行
い
、「
大
根
詰
め
放
題
」
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
し
、

来
場
者
か
ら
好
評
を
得
て
お
り
、
今
で
は
地
域
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
曲
田
マ
ル
シ
ェ
開
催
日
に
は
、「
曲
田
夢
フ
ァ
ー

ム
応
援
団
」
と
い
う
形
で
、
曲
田
集
落
に
ゆ
か
り
の
あ
る
子

供
達
（
結
婚
等
に
よ
り
集
落
外
に
出
た
方
々
）
が
手
作
り
雑

貨
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ヨ
ガ
教
室
、
宅
配
に
よ
る
配
送
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
集
客
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
多

彩
な
企
画
や
立
地
か
ら
、
藤
沢
町
か
ら
だ
け
で
な
く
、
宮
城

県
か
ら
も
多
数
来
場
者
が
訪
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

営
農
組
織
が
生
産
と
販
売
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
身
近
に

存
在
す
る
曲
田
マ
ル
シ
ェ
に
ぜ
ひ
来
場
し
て
体
験
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
委
員　

後 

藤　

修

一関市農業委員会だより
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昨
年
の
秋
は
、
異
常
な
ま
で
に
高
騰
し
た

米
価
の
話
題
で
国
内
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
き
て
よ
う
や
く
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
今
年
に
入
り
、
世
界
情
勢
が
思
い

が
け
ず
私
た
ち
の
農
業
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
肥
料
や
資
材
価
格
の
高
騰
、

石
油
由
来
資
材
の
品
薄
、
さ
ら
に
は
燃
料
の

確
保
も
不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
食
を
支
え
る
た
め
に

日
々
懸
命
に
汗
を
流
し
て
い
る
農
業
者
の
皆

さ
ん
の
た
め
に
も
、
一
日
も
早
く
安
定
し
た

環
境
が
戻
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
米
価
が
ど
う
推
移
す
る
の

か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
生
産
者
・
消

費
者
の
双
方
が
納
得
で
き
る
価
格
帯
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

野　

修　

司

「
い
わ
い
の
大
地
」
編
集
委
員

編
集
委
員
長 

小
山
　
範
　
輝
（
川
崎
）

副
委
員
長 

遠
藤
　
真
　
一
（
千
厩
）

編
集
委
員 

阿
部
　
久
美
子
（
一
関
）

 

及
川
　
治
　
雄
（
花
泉
）

 

及
川
　
　
　
務
（
大
東
）

 
小
野
　
修
　
司
（
東
山
）

 
鈴
木
　
耕
　
多
（
室
根
）

 
後
藤
　
　
　
修
（
藤
沢
）
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農事組合法人

曲田夢ファーム

代表理事

佐藤 雅文 さん

曲田マルシェの野菜販売

がんばる
地域

ichinoseki

Iwaino DaichiIwaino Daichi

藤沢地域

中村　健一
（68歳、東山町田河津）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら

営農組合を身近に感じさせる
「曲田マルシェ」

新  

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
紹
介

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
利
用
状
況
の
確
認
と
、
遊
休
農
地
の
実
態

把
握
の
た
め
、
９
月
ま
で
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
の
際

に
は
、
農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
地
な
ど
に
立

ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
、
過
去
一
年
以
上
耕
作
さ
れ
ず
草
刈
り
な
ど
の
維
持
管
理

も
な
さ
れ
て
い
な
い
農
地
は
、
遊
休
農
地
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

農
地
の
所
有
者
の
方
に
は
、
農
地
の
利
用
意
向
調
査
の
文
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
受
け
取
っ
た
方
は
期
限
ま
で
に
必
ず
回
答
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
地
を
遊
休
農
地
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
日
頃

か
ら
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
地
域
の
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
本
庁
農
政
推

進
課
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
流
動
化
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

独
自
で
取
り
組
む
農
地
バ
ン
ク
事
業
を
次
の
と
お
り
開
始
し
ま

し
た
。

　

市
農
業
委
員
会
が
独
自
に
取
り
組
む
農
地
バ
ン
ク
事
業
は
、

所
有
者
な
ど
が
耕
作
・
管
理
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
理
由
と
し
て
、
貸
し
た
い
（
売
り
た
い
）
農
地
を
募
集

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
窓
口
で
広
く
紹
介
し
、
耕
作
希
望
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

農
業
後
継
者
が
い
な
い
人
や
農
地
の
管
理
で
困
っ
て
い
る
人

は
、
登
録
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

農
地
バ
ン
ク
事
業

農
地
バ
ン
ク
事
業

一

関

市

欠
員
と
な
っ
て
い
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

決
定
し
ま
し
た
。

【任期】

令和９年９月19日まで

農地パトロールの出発宣言

農地パトロール



【農業者年金で老後も安心！】
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農地を守る、地域を守る
各地域の取組

　

一
関
遊
水
地
第
一
地
区
の
「
農
事
組
合
法
人

プ
ロ
フ
ァ
一
関
」
は
、
第
一
地
区
転
作
組
合
と

南
照
井
営
農
組
合
の
担
い
手
有
志
に
よ
り
、
平

成
24

年
10

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
構
成
員
は

10

名
お
り
、
個
人
で
も
20

㌶
規
模
で
耕
作
し
て

い
る
大
農
業
者
が
多
く
、
主
に
小
麦
、
大
豆
、

飼
料
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ

レ
ー
ジ
）
を
59

㌶
ほ
ど
栽
培
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

大
区
画
圃
場
で
の
作
業
は
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
い
、
５
年
先
ま
で
計
画
を
組

み
、
効
率
化
や
連
作
障
害
の
回
避
と
、
雑
草
の

抑
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
の
打
合
せ
で
段

取
り
と
人
員
の
割
り
振
り
や
発
注
を
行
い
、
計

画
の
中
か
ら
日
々
の
作
業
内
容
を
決
め
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
作
業
時
間
を
短
く
す
る
工
夫

を
よ
く
話
し
合
っ
て
お
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し

た
作
業
で
は
、
耕
起
と
施
肥
、
播
種
、
鎮
圧
、

溝
切
、
除
草
剤
散
布
ま
で
の
作
業
を
５
台
の
機

械
で
一
気
に
行
い
、
１
㌶
ほ
ど
の
面
積
を
約
１

時
間
で
完
了
さ
せ
１
日
で
８
枚
ほ
ど
の
作
業
を

可
能
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
圃
場
の
状
態
が
い
ち
早
く
分
か
る
よ

う
に
、
衛
星
画
像
と
人
工
知
能
を
活
用
し
た
地

図
を
用
い
て
、
栽
培
管
理
に
AI

を
活
用
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
務
所
で
生
育
状
態
を

事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
う
え
で
、
確
認
や
作
業

が
必
要
と
な
る
圃
場
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
以
外
で
は
、
経
理
や
作
業
の
管
理
が

出
来
る
ソ
フ
ト
を
自
分
達
で
作
成
し
て
、
今
知

り
た
い
デ
ー
タ
や
見
た
い
資
料
を
素
早
く
出
せ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
収
支
も

い
ち
早
く
分
か
り
、
日
報
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

で
、
作
業
機
ご
と
の
記
録
や
個
人
の
時
間
の
記

録
、
作
物
ご
と
の
記
録
な
ど
を
給
与
計
算
や
各

管
理
に
反
映
さ
せ
、
さ
ら
に
は
作
業
指
示
も
分

か
り
や
す
く
作
成
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
常
に
考
え
続
け
進
歩
し
つ
づ

け
た
形
が
、
農
作
業
か
ら
経
営
管
理
ま
で
一
体

と
な
っ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
築
き
あ
げ
た
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
注
目
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

農
業
委
員　

阿
部　

久
美
子

　

中
山
間
地
域
の
男
沢
で
６
月
14

日
、
農
地
の

維
持
作
業
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
ら
33

名
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
７
割
以
上
を
高
齢

者
が
占
め
て
お
り
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
60

代
の
構
成
員

が
５
名
い
る
も
の
の
、
担
い
手
は
１
名
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

男
沢
地
区
で
は
４
つ
の
組
織
が
約
45

㌶
の
農

地
を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
お
よ
そ
３
分
の
１

は
急
傾
斜
地
や
狭
小
農
地
で
あ
り
、
維
持
管
理

の
負
担
が
大
き
く
、
十
分
な
収
益
確
保
が
難
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
構
成
員
が
複
数

組
織
で
重
複
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
地
区
全

体
を
効
率
的
に
管
理
す
る
体
制
づ
く
り
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
第
７
期
対
策
に
向

け
て
、
複
数
の
集
落
協
定
間
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
視
野
に
入
れ
、
作
業
員
の
確
保
や
農
業

機
械
の
共
同
利
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
不
足
の
影
響
か
ら
た
め
池
に
依
存

す
る
水
田
が
多
く
、
た
め
池
の
維
持
や
補
修
も

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
活
動
組
織
や
水
利
組
合
と
連
携

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
の

高
齢
化
も
進
み
、
十
分
な
人
手
の
確
保
は
難

し
い
状
況
で
す
。
現
在
は
農
家
だ
け
で
な
く
非

農
家
の
住
民
の
協
力
も
得
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
広
く
地
域
外
か
ら
の
参
加
も
促
し
、
農
村

R
M
O

と
し
て
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

　

事
務
局
体
制
の
強
化
と
仲
間
づ
く
り
を
進

め
、
自
分
の
地
域
だ
け
で
な
く
外
に
も
宣
伝
し
、

緑
の
農
地
を
生
き
が
い
と
し
て
地
域
農
地
を
宝

と
し
て
守
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

農
業
委
員　

及
川　

治
雄

規
模
は
大
き
く
、

作
業
は
ス
マ
ー
ト
に

地
域
ぐ
る
み
で

農
地
を
守
る

一
関
地
域

花
泉
地
域

　

田
渕
有
季
さ
ん
は
、
長
野
県
白
馬
村
の
出
身
。
観
光
客
向
け
ア
ウ
ト
ド

ア
シ
ョ
ッ
プ
を
営
む
父
の
影
響
も
あ
り
、
子
供
の
頃
か
ら
海
外
を
身
近
に

感
じ
て
育
ち
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
り
、

メ
ル
ボ
ル
ン
で
の
都
会
暮
ら
し
を
経
て
、
大
自
然
の
中
で
過
ご
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
タ
ス
マ
ニ
ア
島
へ
。
自
転
車
旅
の
途
中
で
出
会
っ
た
現
在
の

夫
と
と
も
に
り
ん
ご
農
場
で
働
く
う
ち
、
り
ん
ご
の
魅
力
に
す
っ
か
り
惹

か
れ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

結
婚
を
機
に
帰
国
を
決
意
し
、
縁
あ
っ
て
大
東
地
域
に
移
住
。
畜
産
農

家
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
近
隣
の
り
ん
ご
農
家
を
手
伝
う
中
で
、
り
ん
ご
栽

培
へ
の
思
い
は
さ
ら
に
強
く
な
り
、
５
年
前
、
念
願
叶
っ
て
り
ん
ご
農
家

の
オ
ー
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
毎
日
が
と
に
か
く
楽
し
い
！
」
と
語
る
田
渕
さ
ん
。
太
陽
や
雨
、
風
を

感
じ
な
が
ら
、
り
ん
ご
と
向
き
合
う
日
々
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
近
年
は
地
元
小
学
生
の
体
験
学
習
も
受
け
入
れ
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
近
は
、
周
囲
か
ら
り
ん
ご
園
の
継
承
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
。「
で
き

る
限
り
力
に
な
り
、
地
域
に
恩
返
し
で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
委
員　

及
川　

務

異
国
で
芽
生
え
た
夢

自
然
と
人
を
つ
な
ぐ

り
ん
ご
農
園

大
東
地
域

あ
な
た
の
老
後
生
活
の

備
え
は
十
分
で
す
か
？

家
族
で
農
業
者
年
金
に
加
入
し
、

豊
か
な
老
後
生
活
の
た
め
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

農
業
者
で
あ
れ
ば
広
く
加
入
で
き
、

加
入
・
脱
退
も
自
由
！

「
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
」
な
の
で

少
子
高
齢
時
代
で
も
安
心
！

1245 3

終
身
年
金
で
、
死
亡
一
時
金
も
あ
り
ま
す
。

税
制
面
で
優
遇
措
置
！

若
い
農
業
者
に
は
国
庫
補
助
も
！

認
定
農
業
者
等
の
条
件
を
満
た
す
方
は
、
最
大
１
万

円
の
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

加
入
資
格
は
以
下
の
３
つ
で
す
。

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
、

②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
、

③
20
～
64
歳
の
方

終
身
年
金
で
す
の
で
生
涯
一
定
の
収
入
が
確
保
さ
れ

ま
す
。

80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
死
亡
一
時
金
が
遺

族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

で
す
。

ため池の維持作業

遊水地での耕作作業


